
第 6 号
平成22年8月15日発行

雨の中、鮎喰川原の草刈りと清掃活動に励む、粟生野衛生組合の皆さん  平成22年６月13日㈰

発行╱神山町議会　〒771-3395　徳島県名西郡神山町神領字本野間100
tel.088-676-1511（IP2002） fax.088-676-1100

議会だより

6月定例会

第6号
2010.8.15



議会だより かみやま 2

　専決補正予算は、一般会計予
算と４特別会計補正予算が提案
され一般会計予算は、主に５基
金積立金で、４特別会計補正予
算は減額補正となっております。

　一般会計　　　　　　　44億9，651万円（１億1，282万円）
　国民健康保険特別会計　10億8，538万円　  （▲454万円）
　簡易水道事業特別会計　  １億9，213万円　  （▲540万円）
　老人保健特別会計　　　　　　  499万円　  （▲200万円）
　後期高齢者医療特別会計　　  9，675万円  （▲1，419万円）

（▲は減少を表す） 　

■
町
長
か
ら
所
信
の
表
明
と
諸
般
の
報
告

が
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
二
十
一
年
度
の
出
納
閉
鎖
に

伴
う
各
会
計
の
決
算
状
況
は
、
一

般
会
計
に
お
い
て
は
、
歳
入
総
額

四
六
億
三
、七
八
三
万
九
、九
四
〇
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
四
四
億
二
、四
二
七
万
六
、六
八
〇

円
と
な
っ
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
が

二
億
一
、三
五
六
万
三
、二
六
〇
円
と
な

り
、
繰
越
財
源
六
、一
一
〇
万
五
，
九
八
五

円
を
差
し
引
き
し
、
実
質
収
支
は

一
億
五
、二
四
五
万
七
、二
七
五
円
と
な
っ
た
。

■
厳
し
い
状
況
の
中
、
基
金
会
計
か
ら
の

大
幅
な
繰
り
入
れ
も
な
く
、
執
行
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
大

き
な
理
由
と
し
て
は
、
地
方
交
付
税
が
対

前
年
で
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
こ

と
。
第
二
点
目
は
、
予
算
の
執
行
段
階
に

お
け
る
経
費
削
減
努
力
等
に
よ
る
も
の
と

分
析
し
て
い
る
。

■
国
の
動
き
は
、
六
月
八
日
に
菅
内
閣
が

誕
生
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
具
体
的
な
施

策
等
々
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
非
常

に
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
が
、
今
後
講
じ

ら
れ
る
国
の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
な
が

ら
、
本
町
の
将
来
を
見
越
し
た
施
策
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

　６月定例会は、6月15日から21日まで７日間の会期で開催しました。
　提出議案は、補正予算、条例の一部改正の専決７件、補正予算３件、
規約改正１件、財産取得１件、人事案件１件、計 18 議案を審議しい
ずれも原案どおり可決、承認、同意しました。
　一般質問では、３議員が登壇し（5ページから掲載）それぞれの町
の考えを質問しました。

　一般会計補正予算ならびに、
２特別会計補正予算が提案さ
れ総額で１億 5，713 万円が
追加されました。
　一般会計は、主に財政調整

基金積立金、小水力発電調査、県単急傾斜地
崩壊対策工事で国民健康保険特別会計は、保
険者の療養給付費補正となっております。

６月
補正予算

一般会計　　　　　　　36億5，179万円（１億1，479万円）
国民健康保険特別会計　10億4，028万円　  （3，997万円）
簡易水道事業特別会計　  １億1，735万円　　  （237万円）

（左は予算総額、（ ）内は６月補正額）

◎財政調整基金積立金　　　　　　　　　　　 5，560万円
◎小水力発電調査　　　　　　　　　　　　　 1，300万円
◎県単急傾斜地崩壊対策工事　　　　　　　　 2，500万円

主　な　内　容

6月定例会神山町議会

所 

信 

表 

明

21年度補正予算  専決
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■
国
、
県
関
係
の
主
要
な
予
算
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
二
年
度
の
国
・
県
道
関
係

の
主
要
な
予
算
は
、
国
道
の
道
路
改
築
事

業
と
し
て
、
国
道
四
三
八
号
上
分
バ
イ
パ

ス
に
二
億
九
千
万
円
。
県
道
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業
と
し
て
、
主
要
地
方
道
石
井

神
山
線
歯
ノ
辻
工
区
に
は
、
二
千
万
円
。

同
じ
く
、
本
名
宮
分
に
は
六
千
万
円
。
主

要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
広
野
工
区
に
は
、

九
千
万
円
。
主
要
地
方
道
鴨
島
神
山
線
本

名
神
木
間
に
は
、
九
千
万
円
。
県
単
道

路
局
部
改
良
事
業
と
し
て
、
六
箇
所
三
，

四
〇
〇
万
円
の
予
算
配
分
が
な
さ
れ
て
い

る
。
合
計
五
億
八
，
四
〇
〇
万
円
が
予
算

措
置
さ
れ
て
い
る
。

■
河
川
砂
防
関
係
の
主
要
な
予
算
は
、
国

補
の
通
常
砂
防
事
業
と
し
て
、
下
分
南
山

東
谷
に
五
千
万
円
。
地
滑
り
対
策
事
業
と

し
て
、
上
分
金
泉
地
区
に
四
千
万
円
。
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
と
し
て
、
阿
野
地

ノ
平
地
区
に
三
，
二
〇
〇
万
円
。
県
単
河

川
特
殊
改
良
事
業
と
し
て
、
阿
野
地
区
の

鮎
喰
川
に
五
千
万
円
。
県
単
独
砂
防
事
業

と
し
て
、
須
賀
の
地
滑
り
地
に
一
〇
〇
万

円
等
々
が
予
算
配
分
さ
れ
て
お
り
、
河

川
砂
防
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
合
計
で

一
億
七
，
三
〇
〇
万
円
が
予
算
措
置
を
さ

れ
て
い
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
一
年
度
の
実
績
は
十
三
件

一
五
七
万
二
千
円
、
平
成
二
十
年
度
の
実

績
は
二
十
八
件
の
四
〇
三
万
四
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

■
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月

分
か
ら
中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も
の
保
護

者
に
対
し
、
子
ど
も
一
人
当
た
り
月
額

一
万
三
千
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

　

受
給
者
数
は
二
三
〇
名
。
中
学
三
年
生

ま
で
の
対
象
の
子
ど
も
は
三
六
七
名
で
、

支
給
総
額
は
九
五
四
万
二
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

■
口
蹄
疫
に
つ
い
て
徳
島
県
で
は
、
県
内

及
び
隣
接
県
に
お
い
て
口
蹄
疫
が
発
生
し

た
場
合
、
対
策
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め

に
口
蹄
疫
防
疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

お
り
、本
町
に
お
い
て
も
そ
れ
に
基
づ
き
、

行
動
を
し
て
い
る
。

■
指
定
管
理
者
制
度
実
施
の
状
況
は
、
町

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
町
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
管
理
運
営
を
本
年
四
月
か
ら
社

会
福
祉
法
人
有
誠
福
祉
会
に
お
任
せ
を
し

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
入
所
者
等
か
ら

こ
れ
と
い
っ
た
不
満
情
報
も
な
く
、
順
調

に
運
営
が
で
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

■
神
山
町
商
工
会
商
品
券
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
景
気
対
策
、

消
費
刺
激
と
い
う
こ
と
で
実
施
す
る
も
の

で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
総
額
に
つ

い
て
は
六
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
上
乗
せ
分

の
一
〇
〇
万
円
を
町
が
商
工
会
に
助
成
を

す
る
。

■
上
分
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
、
上
分
地
区
に
は
、
整
備
さ
れ
た
公
衆

ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か
ら
今
日
ま
で
不
便

を
き
た
し
て
お
り
、
地
元
か
ら
も
要
望
の

あ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
答
え
る
形
で
本

年
度
中
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
こ
と
で
木
造
で
ト
イ
レ
の
建
築
を
い
た

し
た
く
、
本
補
正
予
算
に
新
築
工
事
設
計

委
託
料
と
し
て
一
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

■
国
土
調
査
、
地
籍
調
査
事
業
は
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
こ
の
事
業
を
再
開
す
る

た
め
に
税
務
保
険
課
固
定
資
産
税
係
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。
調
査
区
域
に
つ
い
て

は
、
神
領
地
区
か
ら
引
き
続
き
実
施
し
、

来
年
度
に
つ
い
て
は
神
領
字
西
野
間
か
ら

再
開
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
旧
庁
舎
の
跡
地
の
利
活
用
と
い
う
こ
と

で
、
民
間
に
売
却
し
、
土
地
の
有
効
利
用

を
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
上
分
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
設
置
は
、
三
階
建
て
以
上
で
唯
一
エ
レ

ベ
ー
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
で
、
上
分
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
あ
る
い
は
公
民
館
に
設
置
が
可
能
で

あ
る
か
ど
う
か
を
専
門
家
等
に
見
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
が

こ
の
度
出
て
き
た
の
で
、
こ
れ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
設
置
を
す
る
計
画
を
進
め
て
参
り

㈱神山温泉
【平成21年4月1日～平成22年3月31日】

〔単位：円〕

●利用状況〔単位：人〕

売上高
売上原価
売上総利益

販売費及び一般管理費
営業利益

営業外収益
営業外費用
経営利益

特別利益
税引前当期純利益
法人税･住民税･事業税
当期純利益

①488，510，130
②196，698，944
③291，811，186（①－②）

④287，938，099
⑤   3，873，087（③－④）

⑥　5，308，320
⑦   　229，012
⑧　8，952，395（⑤＋⑥－⑦）

⑨   　105，007
⑩　9，057，402（⑧＋⑨）
⑪　2，759，800
⑫　6，297，602（⑩－⑪）

保養センター ホテル四季の里
平成 1 9 年度 179，551 9，618
平成 2 0 年度 193，398 10，410
平成 2 1 年度 195，000 10，500

※括弧内の丸数字は計算式
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た
い
。
本
年
中
に
実
施
設
計
を
し
て
、
来

年
度
の
敬
老
会
等
に
間
に
合
う
よ
う
に
完

成
さ
せ
た
い
。

■
町
内
小
中
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
は
、

当
初
、
小
学
校
二
校
、
中
学
校
二
校
と
も

来
年
度
の
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、
神

領
小
学
校
と
神
山
東
中
学
校
の
二
校
に
つ

い
て
は
今
年
度
中
に
実
施
を
県
に
要
望

し
、
補
助
金
が
つ
け
ば
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
し
た
い
。

■
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
、
ま

た
道
の
駅
温
泉
の
里
神
山
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
は
、
神
山
温
泉
の
売
上
高
は

三
億
五
、七
八
八
万
八
千
円
、
道
の
駅
は

一
億
三
、〇
六
二
万
一
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
両
方
合
わ
せ
四
億
八
，
八
五
一
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
決
算
に
つ
い
て
は
、
神

山
温
泉
の
税
引
き
前
の
当
期
純
利
益
が

五
〇
二
万
四
千
円
。
道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
同
じ
く
税
引
き
前
で
三
八
五
万
三
千

円
の
合
計
九
〇
五
万
七
千
円
の
増
収
増
益

に
な
っ
て
い
る
。

■
三
月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
四
日
間
発
生

し
た
雨
氷
は
、
数
百
年
来
の
特
異
な
異

常
気
象
現
象
が
発
生
し
た
。
特
に
標
高

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
、二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
地
帯
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、

自
然
林
す
な
わ
ち
芝
小
屋
の
一
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
自
然
林
、
町
有
林
、
分
収
育
林

の
人
工
林
を
問
わ
ず
、
大
き
な
被
害
が
出

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
森
と
み
ど
り

の
募
金
事
業
、
あ
る
い
は
県
の
協
働
の
森

の
事
業
等
々
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
川

下
の
人
々
も
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
一

つ
の
学
習
の
森
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
現

在
、
県
当
局
等
と
協
議
を
し
て
い
る
。

■
仮
称
で
あ
る
が「
神
山
町
農
業
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
名
の
下
に
約
二
十
名
程
度
の
方
々

が
七
月
十
七
日
の
設
立
に
向
け
、
準
備
を

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
県
の
支
援
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
、
町

と
と
も
に
一
体
と
な
っ
て
神
山
の
将
来
を

担
う
人
々
を
支
え
て
参
り
た
い
と
考
え
い

る
。
等
々
の
表
明
と
報
告
が
あ
っ
た
。

○
平
成
二
十
二
年
四
、五
月
の
例
月
出
納

　
検
査
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸

帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計

表
、
証
憑
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
確
認
、
基
金
の
保
有
状
況

に
つ
い
て
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
出
納
閉
鎖
時

　
に
お
け
る
出
納
状
況
と
指
定
金
融
機
関

　
の
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
か
ら
会
計
管
理
者
所
管
の
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
属
す
る
平
成

二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
現
在
に
お
け
る

出
納
状
況
と
各
金
融
機
関
の
現
在
高
の
確

認
と
定
期
預
金
に
つ
い
て
会
計
管
理
者
保

管
の
定
期
証
書
の
照
合
確
認
、
一
時
借
入

金
の
残
高
の
有
無
に
つ
い
て
、
残
高
の
な

い
旨
を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。

　

預
金
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ク
分
散
す
る

な
ど
安
全
有
利
な
運
用
を
検
討
さ
れ
た
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
繰
越
明
許
費
の
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

税
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
委
託
業
務
、
生

活
路
線
緊
急
対
策
事
業
、
第
二
寄
井
団
地

改
修
事
業
、
広
野
休
憩
所
新
築
事
業
、
現

年
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
、
国
保

税
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
、
水
道
送
配
水
施

設
布
設
替
事
業
等
二
十
一
年
度
に
支
出
が

終
了
し
な
い
見
込
み
の
経
費
で
、
あ
ら
か

じ
め
議
決
を
経
て
繰
越
さ
れ
た
経
費
の
報

告
が
あ
っ
た
。

○
株
式
会
社
神
山
温
泉
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

　

平
成
二
十
年
度
の
「
い
や
し
の
湯
」
入

場
者
数
一
九
五
、〇
〇
〇
人
、
ホ
テ
ル
四

季
の
里
宿
泊
者
数
一
〇
、五
〇
〇
人
、
総

売
上
高
約
四
億
八
千
万
円
、（
内
道
の

駅
約
一
億
三
千
万
円
）、
経
常
利
益
が

八
九
五
万
二
、三
九
五
円
で
、
純
利
益
が

六
二
九
万
七
、六
〇
二
円
の
黒
字
で
あ
っ

た
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

ほ
か
四
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　 　
○
神
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、
国
の
子
ど

も
手
当
の
創
設
、
高
校
の
授
業
料
の
無
償

化
の
創
設
に
伴
い
、
平
成
二
十
三
年
分
の

所
得
税
申
告
か
ら
少
年
扶
養
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
の
廃
止
、
特
定
扶
養
親
族
の
う

ち
年
齢
十
六
歳
以
上
十
九
歳
未
満
の
者
に

係
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
十
二
万

円
の
廃
止
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
税
率
を
現
行
の
千
本
に

つ
き
三
、二
九
八
円
か
ら
四
、六
一
八
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
、
平
成
二
十
二
年
度

に
お
い
て
は
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
一

本
当
た
り
三･

五
円
の
税
率
を
引
き
上
げ

る
等
の
専
決
処
分
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
挙

手
多
数
承
認
）

○
神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　
改
正

　

低
所
得
者
層
の
国
民
健
康
保
険
料
の
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
非
自
発
的
失
業
者
の

保
険
料
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民

健
康
保
険
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。
主
な
も
の
は
基
礎
賦
課
額
の
限
度
額

諸  
報  
告

条
例
制
定
・
改
廃
等
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を
「
四
十
七
万
円
」
か
ら
「
五
十
万
円
」、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
額
の
限
度
額

を
「
十
二
万
円
」
か
ら
「
十
三
万
円
」
に

改
め
る
も
の
。

　

被
保
険
者
が
非
自
発
的
な
理
由
に
よ
り

離
職
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
前
年
所

得
の
中
に
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
給
与
の
一
〇
〇
分
の
三
〇
に

相
当
す
る
額
に
よ
る
も
の
と
し
て
所
得
を

算
定
し
、
減
額
判
定
す
る
こ
と
さ
れ
た
改

正
ほ
か
の
専
決
報
告
で
す
。（
挙
手
多
数

承
認
）

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正

　

職
員
の
給
与
は
地
方
公
務
員
法
の
規
定

に
よ
り
、
法
律
又
は
条
例
に
よ
り
特
に
認

め
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
通
貨
で
直
接
職

員
に
そ
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条

例
を
改
正
し
た
も
の
で
、
県
市
町
村
職
員

互
助
会
の
掛
金
、職
員
団
体
等
の
組
合
費
、

保
険
料
等
に
つ
い
て
、
給
与
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
定
め
た
も
の
で

す
。（
挙
手
多
数
可
決
）

○
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
「
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の

地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
」

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
関
連
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。（
挙
手
多

数
可
決
）

○
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
神
山
町
長

　
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
改
正

　

法
律
で
証
券
取
引
法
か
ら
金
融
商
品
取

引
法
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
関
連
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。（
挙
手

多
数
可
決
）

○
神
山
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条

　
例
の
一
部
改
正

　

児
童
生
徒
の
た
め
の
学
校
給
食
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
意
見
を
よ
り
反
映

さ
せ
る
た
め
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
の

二
名
を
四
名
に
し
た
も
の
で
す
。（
挙
手

多
数
可
決
）

○
神
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

　
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

法
律
の
介
護
保
険
法
及
び
老
人
福
祉
法

の
一
部
改
正
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
同

法
の
条
項
を
引
用
し
て
お
り
ま
す
本
条
例

を
改
正
し
た
も
の
で
す
。（
挙
手
多
数
可

決
）

　　　
○
神
山
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
（
同
意
）

　

神
山
町
鬼
篭
野
字
中
津
川
九
四
番
地

　

坂
東　

良
家
氏

　

　　　

○
議
員
派
遣

　

神
山
町
名
誉
議
員
会
総
会
ほ
か
五
件
に

つ
い
て
、
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

　　　
○
阿
北
環
境
整
備
組
合
の
監
査
委
員
選
任

　
の
変
更
及
び
阿
北
環
境
整
備
組
合
規
約

　
の
変
更

　

監
査
委
員
に
議
会
の
同
意
を
得
て
、
人

格
が
高
潔
で
、
組
合
の
財
務
管
理
、
事
業

の
経
営
管
理
そ
の
他
行
政
運
営
に
関
し
優

れ
た
職
見
を
有
す
る
者
及
び
組
合
議
員
の

内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
選
任
す
る
と
変

更
し
た
。（
挙
手
多
数
可
決
）

○
財
産
の
取
得

　

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー　

一
台

　

道
路
の
維
持
管
理
、
除
雪
に
使
用
す
る

た
め
に
購
入
（
挙
手
多
数
可
決
）

　

契
約
の
相
手
方

　
　

四
国
建
設
機
械
販
売
株
式
会
社

　
　

徳
島
支
店

　

取
得
価
格　

七
、五
二
七
、〇
二
〇
円

六
月
定
例
会

　　　　　　
　
　
　
最
近
続
発
し
た
公
文
書
等
の
紛

　
　
　
　
失
盗
難
事
件
に
つ
い
て
。

一
連
の
事
件
を
総
括
し
て
こ
の
事
件
を
ど

の
様
に
受
け
と
め
、
町
の
体
質
的
原
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
再
発
防
止
の
基
本
的

な
対
応
に
つ
い
て
町
長
の
答
弁
を
求
め

る
。
又
、
関
係
課
長
は
事
件
を
ど
の
様
に

受
け
と
め
て
、
そ
の
後
具
体
的
に
ど
の
様

な
対
応
を
さ
れ
た
の
か
答
弁
を
求
め
る
。

㋑
一
連
の
事
件
の
対
象
と
な
っ
た
住
民
課

に
つ
い
て
、
本
庁
内
に
加
え
て
広
野
支
所

に
つ
い
て
も
。（
住
民
課
長
）

㋺
総
務
課
関
係
の
公
文
書
の
保
管
に
つ
い

て
。（
総
務
課
長
）

㋩
出
納
室
の
倉
庫
室
に
つ
い
て
。（
会
計

管
理
者
）

㋥
庁
舎
一
階
西
側
の
書
庫
に
つ
い
て
。（
税

務
保
険
課
長
）

㋭
休
校
中
の
学
籍
簿
等
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

西崎哲夫　議員

一一一一
般般般般般
質質質質質
問問問問問

人
事
案
件

そ
の
他

議
員
発
議
案

問
１
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関
す
る
書
類
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
。（
教

育
長
）

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

○
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
関
係

者
の
皆
様
に
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
町
名
を
汚
す
こ

と
と
な
り
、
町
の
信
用
を
失
墜
し
た
こ
と

に
つ
い
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

○
い
ち
早
い
事
件
の
解
決
に
努
力
い
た
し

ま
す
。

○
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
全
体
の
奉
仕
者

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
法
令
遵
守
等

基
本
に
立
ち
返
り
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
。

○
何
故
起
き
た
の
か
を
調
査
、
反
省
し
分

析
す
る
。
保
管
場
所
、
保
管
体
制
等
等
本

町
で
は
こ
う
し
た
案
件
は
発
生
し
な
い
と

い
う
性
善
説
に
立
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
反

省
、
や
は
り
起
き
る
こ
と
を
前
提
に
し
た

性
悪
説
に
立
っ
た
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
。

○
大
筋
と
し
て

㋑
保
管
庫
を
変
更
す
る
。

㋺
鍵
を
替
え
る
。

㋩
住
民
票
、
印
鑑
証
明
の
原
票
等
分
散
し

て
保
管
す
る
。

㋥
人
事
異
動
の
際
に
は
、
鍵
を
新
た
に
変

更
す
る
。
常
に
少
数
の
限
ら
れ
た
職
員
し

か
鍵
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
対
応
。

　
　
　
　

総
務
課
長

　
　
　
　

○
課
長
等
の
会
、
朝
礼
等
で
再

三
、
再
発
防
止
の
た
め
の
通
知
と
喚
起
を

図
る
。

○
全
部
署
に
於
け
る
管
理
方
法
の
再
確

認
、
ロ
ッ
カ
ー
等
の
施
錠
の
徹
底
。

○
宅
配
便
や
郵
便
物
の
受
取
方
法
の
改

善
。

○
不
祥
事
の
抑
止
効
果
と
し
て
、
神
山
町

懲
戒
処
分
の
指
針
を
策
定
。

○
三
月
に
全
職
員
か
ら
意
見
を
聴
収
し

た
。

　
　
　
　

税
務
保
険
課
長

　
　
　
　

○
本
庁
西
側
の
書
庫
に
つ
い
て

は
、鍵
の
管
理
体
制
の
強
化
改
善
を
し
た
。

鍵
の
管
理
は
責
任
者
を
設
け
鍵
管
理
を
徹

底
し
た
。　

　
　
　
　

住
民
課
長

　
　
　
　

○
戸
籍
関
係
の
届
出
の
保
管
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
一
年
五
月
中
旬
か

ら
、
新
た
に
保
管
書
棚
を
購
入
し
保
管
し

て
い
る
。

○
職
員
が
席
を
空
け
る
場
合
、
机
上
の
書

類
は
必
ず
キ
ャ
ビ
ネ
、
机
の
引
き
出
し
に

保
管
す
る
よ
う
指
導
。

○
重
要
な
公
文
書
等
の
保
管
は
、
全
て
鍵

付
き
の
保
管
庫
に
替
え
て
い
る
。

○
広
野
支
所
か
ら
の
各
種
書
類
の
届
け
出

等
に
つ
い
て
は
、
支
所
か
ら
住
民
課
へ
の

送
付
又
は
受
理
に
つ
い
て
、
従
来
の
あ
ら

ゆ
る
場
合
を
想
定
し
従
来
の
方
法
を
全
面

的
に
改
善
し
た
。

　
　
　
　

会
計
管
理
者

　
　
　
　

○
倉
庫
室
の
鍵
の
保
管
場
所
の

変
更
、二
重
鍵
の
保
管
場
所
に
つ
い
て
は
、

出
納
室
職
員
（
二
名
）
が
知
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

○
部
外
職
員
の
入
庫
禁
止
措
置
、
支
出
伝

票
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
保
管
庫
を
購
入

し
厳
重
保
管
。

　
　
　
　

教
育
長

　
　
　
　

○
児
童
生
徒
の
学
習
生
活
の
記

録
は
指
導
要
領
で
あ
る
（
学
籍
に
関
す
る

記
録
と
指
導
に
関
す
る
記
録
）
法
に
よ
り

卒
業
後
二
〇
年
保
管
す
る
。
休
校
校
舎
内

の
耐
火
金
庫
に
保
管
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
改
善
が
大
幅
に
な
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
こ
と
は
理
解
出
来
る
が
事
件
の

全
容
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
犯
行

の
内
部
説
、
外
部
説
も
不
明
で
あ
る
。
外

部
対
応
だ
け
で
な
く
内
部
対
応
も
併
せ
て

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
不
幸
な
事
で

あ
る
。
再
発
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
理
事
者

の
指
導
力
、
行
動
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。

税
務
保
険
課
長
の
書
庫
へ
の
対
応
で
あ
る

が
、
保
管
資
料
の
関
係
で
部
外
職
員
の
出

入
り
が
不
可
避
で
あ
る
。
鍵
の
管
理
の
徹

底
や
責
任
者
の
許
可
を
得
て
の
出
入
り
は

当
然
な
が
ら
、
大
切
な
の
は
部
外
職
員
の

出
入
り
の
記
録
を
記
し
残
す
こ
と
が
必
要

で
な
い
か
。
内･

外
部
犯
行
説
が
不
明
の

た
め
身
内
に
も
厳
正
な
対
応
が
な
さ
れ
る

べ
き
で
は
。

　
　
　
　
神
山
町
で
は
旧
村
時
代
の
公
文

　
　
　
　
書
の
保
存
価
値
が
全
国
的
に
も

希
有
な
例
と
し
て
評
価
を
受
け
て
い
る
。

現
在
休
校
校
舎
が
た
く
さ
ん
あ
り
な
が
ら

も
、
耐
震
工
事
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
で

利
用
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
公
文
書
の
重
要
度
と
は
別
に
町
の
歴

史
と
し
て
の
価
値
の
あ
る
公
文
書
も
あ

る
。
保
存
期
間
の
基
準
を
町
独
自
で
確
立

し
、
休
校
校
舎
を
保
存
場
所
と
し
て
活
用

し
て
は
。

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

○
公
文
書
の
旧
公
文
書
と
、
現

在
の
公
文
書
併
せ
た
場
所
を
指
定
し
て

の
、
一
元
管
理
に
つ
い
て
パ
ソ
コ
ン
等
を

活
用
し
た
一
元
管
理
が
可
能
か
ど
う
か
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
非
常
事
態
を
想
定

　
　
　
　
し
た
、
発
生
時
初
期
対
応
可
能

な
体
制
の
確
立
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

非
常
事
態
を
想
定
し
て
の
、
初

期
対
応
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
広
義
な
非

常
事
態
を
指
し
て
の
質
問
と
い
う
こ
と

で
、
私
を
は
じ
め
以
下
職
員
の
職
務
分
野

は
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
常
に
平
時
に

答

答 答

答

答答

答答

問
１

問
２

問
３

再
問
再
問
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想
定
訓
練
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
即
応
体

制
が
と
れ
な
い
の
で
、
常
に
職
員
の
そ
う

い
っ
た
意
識
を
持
つ
よ
う
指
示
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
神
山
鮎
喰
線
の
改
良
事
業
に
つ

　
　
　
　
い
て

　

県
道
神
山
鮎
喰
線
は
国
道
１
９
２
号
、

鮎
喰
橋
た
も
と
よ
り
、
国
道
４
３
８
号
神

山
町
鬼
籠
野
合
流
点
ま
で
で
あ
り
ま
す
が

現
在
養
瀬
バ
イ
パ
ス
も
開
通
し
未
改
良
区

と
し
て
阿
野
字
広
野
、
馬
喰
草
の
一
部
が

残
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
事
業
予
定
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

県
道
工
事
な
の
で
県
の
方
に
問

　
　
　
　

い
合
せ
た
結
果
、
神
山
町
内
で

の
事
業
中
の
箇
所
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
南
馬
喰
草
の
改
良
に
つ
い
て
は
検

討
を
進
め
た
い
と
の
事
で
、
今
の
所
着
工

時
未
定
と
い
う
事
で
し
た
。
町
と
し
て
も

こ
の
区
間
は
重
要
な
路
線
と
位
置
づ
け
を

し
て
お
り
重
ね
て
今
ま
で
以
上
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
高
齢
化
、又
車
を
持
た
な
い
人
、

　
　
　
　
足
腰
の
不
自
由
な
方
が
増
加
し

て
「
買
い
物
難
民
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
ふ

え
て
い
る
中
、
町
と
し
て
、
県
道
よ
り
遠

く
、
町
筋
ま
で
買
物
に
来
る
事
の
出
来
な

い
人
の
た
め
に
、
足
代
り
と
な
る
タ
ク

シ
ー
料
金
等
に
対
し
て
援
助
の
手
法
は
な

い
か
。　

　
　
　
　
「
買
い
物
難
民
」
耳
新
し
い
言

　
　
　
　

葉
で
あ
る
が
都
市
部
、
地
方
と

も
に
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
件
に
関
し
過
去
に
森
彦
富
議
員
、
西
崎

議
員
、
樫
本
議
員
か
ら
も
同
様
の
質
問
が

あ
り
切
実
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
、
視

察
等
に
参
り
こ
の
対
応
が
出
来
な
い
か
と

模
索
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
重
要
な
施
策

と
捉
え
て
い
る
が
、
町
と
し
て
は
財
源
の

見
通
し
、
裏
づ
け
が
一
番
と
と
ら
え
て
い

る
。
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
あ

り
、
財
源
の
裏
付
の
め
ど
が
立
っ
た
時
に

判
断
し
た
い
。

　
　
　
　
若
者
定
住
に
つ
い
て

　
　
　
　
○
神
山
町
の
良
い
部
分
を
発
信

す
る
こ
と
が
一
番
近
道
で
は
な
い
か
。

㈠
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
が
無
料
。

㈡
毎
月
定
額
料
金
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
い
放
題
や
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
完

備
し
て
い
る
。

㈢
徳
島
市
内
へ
も
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
大

変
近
く
な
っ
た
。

㈣
等
々
、
神
山
で
生
活
す
る
の
が
よ
い
面

を
具
体
的
に
発
信
し
て
は
。

○
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
人
、
小
学
生
以
下

の
子
供
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
、
住

宅
を
建
設
し
て
は
。

㋑
神
山
産
の
杉
、
桧
を
使
っ
て
、
安
く
て

丈
夫
で
今
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
二
階
建
て
の

小
さ
な
住
宅
と
し
て
は
。

㋺
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
元
の
大
工
、

電
気
屋
、
左
官
等
々
の
仕
事
も
増
え
て
活

性
化
に
繋
が
る
の
で
は
。

㋩
予
算
が
厳
し
け
れ
ば
、
毎
年
三
棟
ず
つ

で
も
建
設
す
れ
ば
。

㋥
結
果
、
小
学
校
の
複
式
学
級
問
題
、
野

球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
ク
ラ
ブ
活
動
人

員
確
保
が
解
消
さ
れ
る
の
で
は
。

　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

○
質
問
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
、
過
疎
施
策
で
重
要
施
策
と
と

ら
え
て
い
る
。
今
ま
で
こ
の
施
策
の
取
り

組
み
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
課
題
も
、
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
等
で
随
分
と
改
善
さ
れ
て

き
た
。

○
そ
う
し
た
こ
と
で
、
人
口
減
少
対
策
と

し
て
神
山
産
材
を
使
っ
て
若
者
向
け
定
住

住
宅
を
建
設
し
た
い
。

○
建
設
の
方
針
と
し
て

・
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
と
し
た
い
。

・
家
賃
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
分
譲
と
い

う
方
法
を
と
り
た
い
。

○
現
在
過
疎
計
画
等
を
見
直
し
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
早
い
時
期
に
計
画

の
中
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
考
え
て
み
た

い
。
設
計
に
つ
い
て
は
神
山
に
住
ん
で
い

た
だ
け
る
若
い
方
の
希
望
が
活
か
さ
れ
る

手
法
に
し
た
い
。
一
〇
戸
程
度
を
次
々
と

整
備
す
る
の
が
良
い
の
か
と
思
う
。

○
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件

も
多
い
。
農
振
地
除
外
や
、
限
り
な
く
町

費
の
持
出
し
が
い
ら
な
い
手
法
と
い
う
事

等
の
課
題
が
あ
る
。

十
五
年
も
す
れ
ば
現
在
の
人
口
は
三
千
人

ち
ょ
っ
と
の
半
分
位
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
先
行
き
真
暗

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
早
い
時
期
に
建
設

し
て
ほ
し
い
。

森本吉治　議員

高橋和男　議員

問
１

答

問
２

答問

答

再
問
再
問
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二
年
前
に
広
野
長
寿
会
会
員
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
去
る
六
月
十
七
日

に
広
野
長
寿
会
、
三
十
四
名
の
会
員
が
神

山
町
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
私
自
身
議

会
の
傍
聴
は
二
回
目
で
、
一
回
目
は
六
、

七
年
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
控
え
室
で

注
意
事
項
の
用
紙
に
目
を
通
し
、
議
場
に

入
り
ま
し
た
。
議
会
の
傍
聴
は
年
数
回
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
傍
聴
の
回
数
が
多

い
ほ
ど
議
員
さ
ん
や
行
政
当
局
の
方
も
緊

張
感
が
あ
り
議
会
が
引
き
締
ま
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
の
年
齢
も
若
返
っ
て
雰
囲
気

的
に
も
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
最
初
に
西
崎
議
員
さ
ん
が
書

類
紛
失
の
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

重
要
な
書
類
の
保
管
や
危
機
管
理
体
制
に

つ
い
て
の
質
問
で
し
た
。
次
に
森
本
議
員

さ
ん
が
、
広
野
と
馬
喰
草
間
の
道
路
拡
張

の
件
、
山
奥
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

買
物
な
ど
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
の
質
問

で
し
た
。
高
齢
化
が
進
む
神
山
で
は
独
居

老
人
問
題
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
町
当
局
も
い
ろ
ん
な
配
慮
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、

民
生
委
員
さ
ん
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
と
も
に
手
を
携
え
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

三
番
目
に
高
橋
議
員
さ
ん
が
若
者
が
定

住
出
来
る
よ
う
住
宅
建
設
計
画
は
あ
る
の

か
ど
う
か
と
の
問
い
に
町
行
政
か
ら
の
返

答
は
予
定
は
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
一
日
で
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
さ
ん
達
は
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に

実
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
こ

と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に

一
つ
残
念
な
こ
と
は
傍
聴
席
で
私
語
の
多

い
会
員
が
い
て
、
質
疑
が
聞
き
取
り
に
く

か
っ
た
こ
と
で
す
。
傍
聴
の
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
郷
土
資
料
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
懐
か
し
い
民
具
や
歴
史
的
に
貴
重
な

資
料
が
き
ち
ん
と
整
頓
さ
れ
、
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
粟
飯
原
一

さ
ん
の
説
明
も
分
か
り
や
す
く
、
い
い
体

験
が
で
き
こ
れ
を
機
会
に
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
神
山
の
良
さ
を
勉
強
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
議
会
関
係
者
や
町
当
局
の

皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

神
山
町
議
会
を
傍
聴
し
て
広
野
長
寿
会
会
員

中
原
　
紘
子

　

下
分
栗
生
野
衛
生
組
合
、
恒
例
の

清
掃
活
動
の
様
子
で
あ
る
。

　

本
町
の
衛
生
組
合
の
ほ
と
ん
ど
が

そ
う
で
あ
る
様
に
、
部
落
会
組
織
と

全
く
同
じ
組
織
で
あ
る
。

　

各
自
草
刈
機
を
携
え
て
の
作
業
で

あ
り
、
写
真
か
ら
も
見
て
と
れ
る
よ

う
に
、
集
落
全
戸
に
後
継
者
が
い
る

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
。
十
数
台
の

草
刈
機
が
一
斉
に
爆
音
を
響
か
せ
る

草
刈
作
業
は
見
応
え
が
あ
る
。

　

神
山
町
の
部
落
会
は
、
町
行
政
に

と
っ
て
大
切
な
末
端
の
住
民
組
織
で

あ
り
住
民
の
相
互
扶
助
、
協
働
の
慣

習
を
今
も
継
承
す
る
。

　

中
山
間
に
位
置
す
る
本
町
の
地
域

社
会
で
部
落
会
組
織
は
地
域
住
民
生

活
の
原
点
に
な
る
不
可
欠
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。

　

し
か
し
今
、
急
速
な
過
疎
化
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
の
中
で
部
落
会
は

少
し
ず
つ
そ
の
機
能
を
失
い
つ
つ
あ

り
、
又
既
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
た

り
と
弱
体
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
い
。

　

町
行
政
も
こ
の
部
落
会
の
厳
し
い

現
実
を
直
視
し
、
利
用
す
る
だ
け
の

組
織
か
ら
、
行
政
住
民
の
協
働
の
町

づ
く
り
に
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
組

織
と
し
て
の
、
真
剣
な
対
応
が
急
が

れ
る
の
で
は
。
失
う
も
の
の
代
償
は

大
き
い
。
そ
う
な
る
前
に
何
等
か
の

手
を
打
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

各
戸
後
継
者
に
恵
ま
れ
、
現
在
で

は
う
ら
や
ま
し
い
程
に
部
落
会
機
能

が
充
実
し
て
い
る
栗
生
野
に
し
て

も
、
次
世
代
へ
の
展
望
は
見
え
て
こ

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

又
来
年
の
六
月
に
も
、
栗
生
野
講

中
の
皆
さ
ん
の
お
元
気
な
清
掃
奉
仕

活
動
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

表
紙
写
真

　
　
松
浦　
一
郎
氏　
神
領
字
北

表
紙
題
字

　
　
稲
飯　
幸
生
氏　
下
分
字
今
井

表
紙
写
真
解
説

「
下
分
栗
生
野
衛
生
組
合
の
清
掃
活
動
」
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阿
川
に
は
松
尾
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
あ

り
、
今
か
ら
約
百
八
十
年
前
、
天
保
の
初

め
の
頃
、
長
引
く
干
ば
つ
に
よ
る
凶
作
は

天
に
在
す
る
神
々
の
怒
り
と
思
い
、
松
尾

の
住
民
達
は
二
ノ
宮
神
社
の
御
神
前
で
獅

子
舞
を
舞
い
雨
乞
い
を
祈
り
続
け
た
と
こ

ろ
、
恵
み
の
雨
が
降
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
秋
祭
り
に
は
五
穀
豊
穣
の
感

謝
を
込
め
て
奉
納
し
獅
子
舞
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
過
疎
化
が
進
み
後
継
者
不
足

に
よ
り
昭
和
三
十
五
年
を
最
後
に
休
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

阿
川
の
秋
祭
り
で
は
、
や
っ
こ
と
い
う

行
列
を
子
供
達
が
行
っ
て
い
た
が
少
子
化

に
よ
り
平
成
九
年
か
ら
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
さ
み
し
く
な
る
一
方
の
秋
祭
り
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
阿
川
地
区
の
青
年

十
五
人
が
集
ま
り
、
何
か
自
分
達
で
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
探
し
て
い
た
と
こ
ろ

「
松
尾
の
獅
子
舞
」
が
休
止
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
ぜ
ひ
復
活
し
よ
う
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
を
覚
え
て
い
る
松
尾
地
区
の
九

名
の
方
に
師
匠
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
平
成
十
三
年
、
一
月
に
正
式
に
「
阿

川
芸
能
獅
子
舞
保
存
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
獅
子
頭
な
ど
必
要
な
道
具
は
老

朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
、
阿
川
地
区

の
家
々
を
回
り
皆
様
に
賛
助
会
費
を
頂
い

た
お
か
げ
で
道
具
を
揃
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
年
の
阿
川
地
区
夏
祭
り
で
初
舞

台
を
踏
も
う
と
決
め
、
師
匠
の
教
え
の
も

と
練
習
を
始
め
ま
し
た
。
片
足
で
左
右
に

飛
び
跳
ね
た
り
思
っ
た
よ
り
激
し
い
動
き

と
、
日
頃
の
運
動
不
足
も
重
な
り
練
習
は

苦
し
か
っ
た
け
ど
、
早
く
上
手
に
な
り
た

い
思
で
懸
命
に
練
習
に
打
ち
込
み
ま
し

た
。
夏
祭
り
当
日
は
不
安
と
緊
張
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
が
、
地
元
の
方
の
温
か
い
拍

手
を
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き
無
事
披
露
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
秋
祭
り
で
の
奉
納
、
ま
た
阿
川

地
区
外
で
も
イ
ベ
ン
ト
に
獅
子
舞
を
し
て

ほ
し
い
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
披
露
す

る
回
数
も
増
え
ま
し
た
。
舞
っ
て
い
る
と

き
は
全
員
力
い
っ
ぱ
い
で
終
わ
っ
た
後
は

息
は
乱
れ
苦
し
い
け
ど
、
頑
張
っ
た
と
い

う
達
成
感
で
気
分
は
爽
快
で
す
。

　

私
た
ち
は
獅
子
舞
を
始
め
て
九
年
に
な

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
荒
削
り
で
本
当
に

生
き
て
い
る
よ
う
な
獅
子
頭
の
細
や
か
な

動
作
の
習
得
と
覚
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

演
目
も
あ
り
今
後
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
四
十
年
ぶ
り
に
目
覚
め
た
伝
統
あ
る

阿
川
の
獅
子
舞
を
み
ん
な
で
楽
し
み
大
切

に
守
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

阿川の獅子舞
郷土芸能の現状と課題［第5回］

シリーズ

阿川芸能獅子舞保存会
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5
月
12
日
〜
14
日
の
3
日
間
、
勝
名

地
区
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ
る
現
地

視
察
研
修
が
島
根
県
内
に
お
い
て
実
施
さ

れ
、
勝
名
管
内
の
監
査
委
員
９
名
、
事
務

局
５
名
の
14
名
が
参
加
し
た
。

　

第
一
日
目
の
目
的
地
「
東
出
雲
町
」
で

は
新
見
代
表
監
査
委
員
が
、
島
根
県
と
全

国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
両
会
長
を
兼

ね
て
い
る
た
め
、
島
根
県
市
町
村
振
興
セ

ン
タ
ー
が
会
場
と
な
っ
た
。
始
め
に
新
見

全
国
会
長
よ
り
「
財
政
健
全
化
法
に
伴
う

町
村
監
査
の
実
施
状
況
」
と
題
し
、
官
庁

会
計
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
新
見
会
長
は

企
業
会
計
等
に
も
明
る
い
方
で
、
民
間
の

財
務
諸
表
に
置
き
換
え
る
方
法
で
、無
理
・

ム
ダ
が
見
え
て
く
る
と
力
説
さ
れ
た
。

　

第
二
日
目
の
「
隠
岐
の
島
町
」
で
は
、

町
長
が
不
在
で
あ
っ
た
が
、
代
表
監
査
委

員
、
議
選
監
査
委
員
の
他
、
副
町
長
、
企

画
財
政
課
、
議
会
議
長
、
同
副
議
長
、
事

務
局
長
ら
隠
岐
の
島
町
側
と
、
監
査
の
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
会
方
式

の
研
修
を
実
施
し
た
。
副
町
長
、
議
会
議

長
、
代
表
監
査
委
員
よ
り
歓
迎
挨
拶
お
よ

び
現
状
等
の
説
明
の
後
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
が
、
上
勝
町
に
視
察
に
来
ら
れ
た

事
が
あ
る
そ
う
で
、
こ
ち
ら
の
事
情
に
も

大
変
詳
し
く
、
驚
か
さ
れ
た
。
竹
島
問
題

の
現
実
も
知
ら
さ
れ
、
島
し
ょ
地
域
な
ら

で
は
の
問
題
も
色
々
あ
る
中
、
産
業
、
観

光
面
、
ま
た
監
査
方
法
等
共
有
出
来
る
部

分
が
多
く
あ
り
、非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
学
ん
だ
点
に
つ
い

て
は
、
出
来
る
限
り
今
後
の
監
査
業
務
に

取
り
入
れ
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。（

代
表
監
査
委
員　

田
中　

久
博
）

　　
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」　

あ
ま
り
耳
に
し

な
い
こ
と
ば
に
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
な
が

ら
も
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
は
何
か
と
興

味
を
い
だ
き
な
が
ら
参
加
し
た
。

　

５
月
１９
日
（
水
）
～
２１
日
（
金
）
の
３

日
間　

勝
名
地
区
議
長
副
議
長
会
の
研
修

に
福
井
県
あ
わ
ら
市
と
滋
賀
県
甲
良
町
の

取
組
み
に
つ
い
て
現
地
に
赴
き
研
修
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

１９
日
に
訪
れ
た
あ
わ
ら
市
は
平
成
１６
年
芦

原
町
と
金
津
町
が
合
併
、
福
井
県
第
１
号
の

合
併
の
行
政
区
で
あ
り
人
口
３
１
、０
０
０

人
の
日
本
海
に
面
し
た
市
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と
は

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
行
政
運
営

で
は
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
と
し

た
な
か
、
自
己
責
任
、
自
己
決
定
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
新
た
な
公
共
の
担
い
手
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

行
政
視
察
な
ど
報
告

勝
名
地
区
議
長
会

研
修
に
参
加
し
て

─ 

ま
ち
づ
く
り
条
例
の

　
　
　   

制
定
に
つ
い
て 

─

勝
名
地
区
監
査
委
員

視
察
研
修
に
参
加
し
て

東出雲町代表監査委員 新見光男氏による講義

勝名地区町村監査委員と
隠岐の島町議会議長・監査委員他

福井県あわら市議会との意見交換
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す
る
住
民
の
関
心
と
実
行
は
確
実
に
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
ま
ち
を
魅
力

あ
る
ま
ち
へ
発
展
さ
せ
る
た
め
、
市
民
と

市
が
協
力
し
て
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル
を
定
め
る
（
あ
わ
ら
市
の
基
本
概

念
）
と
あ
る
。

　

あ
わ
ら
市
で
は
こ
の
よ
う
な
条
例
策
定

の
下
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
く

れ
る
団
体（
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

行
政
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
グ
ル
ー

プ
な
ど
）
に
対
し
地
域
活
性
化
を
目
的
に

行
う
事
業
や
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
助

成
金
を
出
し
て
い
る
。
１
団
体
２０
万
円
を

上
限
と
し
、年
に
３
団
体
を
支
援
し
て
い
る
。

そ
の
支
払
い
対
象
と
し
て
講
師
費
、チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
事
業
に
対
す
る
材
料
費
、

備
品
購
入
費
な
ど
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　

２１
日
は
滋
賀
県
甲
良
町
へ
移
動
。
３
時

間
足
ら
ず
で
人
口
７
９
０
０
人
、
面
積

１
３
６
２
ｈ
ａ
の
甲
良
町
に
到
着
で
あ

る
。
甲
良
町
で
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
か
か

わ
り
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
企
画
監
理
課

の
山
田
禎
夫
氏
は
上
勝
町
に
も
度
々
訪
れ

上
勝
町
の
議
長
と
も
親
し
く
歓
談
を
し
て

い
た
。

　

さ
て
こ
の
町
は
平
成
１６
年
４
月
に
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
。
そ
の
考
え
の
中
に

昭
和
４０
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
た
全
国
的
な

部
落
開
放
運
動
が
果
た
し
た
役
割
が
非
常

に
大
き
く「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」

を
基
本
理
念
と
し
環
境
改
善
の
要
求
を
行

政
に
訴
え
、
実
現
さ
せ
た
経
緯
は
行
政
主

導
か
ら
住
民
主
導
へ
の
転
機
を
促
し
今
日

の
住
民
主
体
の
行
動
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち

づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
に
は
２３
集
落
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
、

自
治
会
・
む
ら
づ
く
り
委
員
会
が
つ
く
ら

れ
提
言
が
だ
さ
れ
、
そ
れ
の
集
合
体
で
あ

る
甲
良
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
互
助
協

働
の
原
則
の
考
え
の
も
と
提
言
を
し
、
行

政
は
解
決
ま
た
支
援
を
行
い
共
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

勝
名
地
区
で
は
こ
の
条
例
を
制
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
他
町
は
別
に
し

て
、
神
山
町
で
は
こ
れ
に
に
た
取
組
み
は

す
で
に
出
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
あ
え
て
条
例
を
作
る
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
印
象
を
う
け
た
。

（
森
本
吉
治
）

　

　

第
20
回
徳
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修

会
（
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
）
が
５
月

26
日
の
板
野
町
犬
伏
の
町
文
化
の
館
で
あ

り
、
県
内
16
町
村
の
議
員
や
監
査
委
員
の

約
2
5
0
人
が
講
演
に
耳
を
傾
け
た
。

　

前
田
忠
道
町
村
議
長
会
々
長　

挨
拶

　

広
瀬
憲
発
町
村
会
々
長
来
賓
挨
拶
開
会

　

最
初
に
山
梨
学
院
大
学
法
学
部
の
江
藤

俊
昭
教
授
（
地
域
政
治
論
）
が
分
権
時
代

の
議
会
議
員
の
あ
り
方
を
探
る
と
題
し
て

講
演
。

　

各
地
の
議
会
運
営
の
取
組
を
紹
介
。
会

津
若
松
市
議
会
、直
接
民
主
主
義
の
導
入
、

住
民
参
加
を
積
極
的
に
導
入
、
行
政
に
も

議
会
に
も
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
、

審
議
会
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
会
、
住
民
に

開
か
れ
た
住
民
参
加
を
促
進
し
、
首
長
と

も
切
磋
琢
磨
し
、
与
野
党
関
係
は
存
在
せ

ず
、
監
視
と
政
策
立
案
の
役
割
を
発
揮
し

つ
つ
、
議
会
の
存
在
意
義
で
あ
る
議
員
同

士
の
討
議
と
議
決
を
重
視
す
る
議
会
運
営

で
あ
り
た
い
。

　

次
に
全
国
で
初
め
て
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
た
北
海
道
栗
山
町
議
会
の
取
組
み

を
紹
介
。
閉
鎖
的
な
地
方
議
会
が
多
い
現

状
を
指
摘
し
、
住
民
自
治
の
根
幹
を
な
す

議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
、
議
会
の
活
動

理
念
、
審
議
の
活
性
化
や
住
民
参
加
等
を

規
定
し
、
議
会
の
透
明
性
、
体
系
性
、
最

高
規
範
性
を
重
視
し
、
住
民
自
治
の
実
現

と
議
会
の
存
在
意
義
、
執
行
機
関
と
切
磋

琢
磨
し
、
議
決
事
件
の
追
加
、
執
行
機
関

に
提
案
の
説
明
義
務
、
一
問
一
答
と
反
問

権
の
付
与
し
、
議
決
事
件
に
責
任
を
持
ち

議
会
が
積
極
的
に
取
組
み
修
正
案
も
提
出

す
る
、
議
決
の
あ
り
方
を
一
八
〇
度
転
換

さ
せ
る
、
自
治
、
議
会
基
本
条
例
を
使
い

こ
な
す
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。

　

新
し
い
議
会
の
条
件
整
備
、
行
政
改
革

の
論
理
と
議
会
改
革
の
論
理
を
推
進
し
、

住
民
参
加
を
積
極
的
に

導
入
し
た
議
会
運
営
を

講義を聴く町村議会議員ら
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議
員
活
動
を
明
確
に
会
議
へ
の
出
席
、
議

員
派
遣
、
自
治
体
の
公
式
行
事
の
参
加
、

議
案
の
精
読
、
一
般
質
問
、
政
策
提
言
、

政
務
調
査
、
住
民
の
声
の
聴
取
、
請
願
陳

情
の
紹
介
等
々
、
議
員
活
動
を
積
極
的
に

進
め
る
た
め
議
会
事
務
局
機
能
を
把
し
、

参
考
人
、
公
聴
会
制
度
の
活
用
。

　

議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用
、
議

会
報
告
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
な
ど
住

民
と
共
に
論
議
を
重
ね
住
民
の
意
見
が
適

切
に
反
映
さ
れ
る
議
会
運
営
に
積
極
的
に

取
組
む
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
な
講
演
で
あ
っ
た
。

　

次
に
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
リ
ー
ダ

と
は
と
題
し
て
、
㈱
オ
フ
ィ
ス
・
な
か
が

わ
代
表
中
川
政
雄
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

高
校
卒
業
後
、地
元
の
信
用
金
庫
に
就
職
、

あ
る
上
司
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、

顧
客
の
宛
名
書
き
、
集
金
が
担
当
だ
っ
た

「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
が
二
十
八
才
で
支
店
長

に
抜
擢
さ
れ
る
ま
で
に
飛
躍
し
た
。
そ
の

体
験
を
笑
い
と
人
を
引
き
つ
け
る
話
術
で

講
演
を
い
た
だ
き
、
仲
間
づ
く
り
、
人
間

の
真
理
に
適
応
一
人
の
力
く
れ
た
も
の
で

あ
る
。
一
人
と
し
て
は
小
さ
な
力
し
か
な

い
、
大
衆
を
味
方
に
す
る
た
め
に
は
大
衆

の
心
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
己
の

適
応
力
、
相
手
を
正
し
く
把
握
し
そ
の
変

化
に
対
し
適
応
し
、「
い
っ
し
ょ
に
や
ろ

や
な
い
か
」「
や
っ
た
ら
や
れ
る
で
」
笑

い
飛
ば
せ
、
リ
ー
ダ
ー
の
決
断
、
人
は
化

け
る
組
織
も
化
け
る
等
の
言
葉
の
中
に
、

一
歩
踏
み
込
め
景
色
が
変
わ
る
と
常
に
、

積
極
的
に
前
進
の
心
を
持
ち
、
笑
い
の
中

に
人
生
経
験
を
生
か
し
活
躍
中
の
お
話
を

九
十
分
に
わ
た
り
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
森　

彦
富
）

　　　　　　　　
　
　

　　　　　　　　

神
山
町
の
鳥
獣
被
害
は
深
刻
で
、
そ
の

実
態
は
多
様
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

そ
の
対
策
も
現
在
で
は
決
定
的
な
も
の
が

無
く
、町
行
政
の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

下
分
樫
谷
地
区
・
南
本
さ
ん
所
有
の
広
い

野
菜
畑
は
す
っ
ぽ
り
と
鉄
骨
と
金
網
で
包

囲
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
野
菜
等
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
。
山
際
に
位
置
す
る
、
こ

の
畑
で
は
こ
う
し
な
い
と
野
菜
作
り
も
出

来
な
い
と
の
事
で
、
本
当
に
厳
し
い
実
情

で
あ
る
。

講演中の㈱オフィス・なかがわ代表 中川政雄氏

金網に覆われる、南本さん所有の野菜畑

一般質問を希望する議員は事前に通告書を提出しなければ
なりません。提出期間は該当定例議会の議案資料の送付が
あったその日から、議会開会日の午後四時迄となっていま

す。 質問順位は通告書を提出、受理された順番が順位となります。

議会の  　　 　ポイント解説

答

一般質問の質問順位は、
　　　　  どのように決めているのですか？問 一般質問の
　　　  どのように決めている

の質問順位は、
 どのように決

ワン

鳥
獣
害
対
策
の
究
極

「
人
も
野
菜
も
檻
の
中
」
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町

広
野
休
憩
所
建
設
工
事

　

平
成
二
十
二
年
五
月
よ
り
神
山
東
中
学
校
敷
地
内

に
、
一
般
の
方
も
使
用
可
能
な
ト
イ
レ
施
設
「
広
野

休
憩
所
」
が
建
築
中
で
あ
り
ま
す
。
面
積
は
三
二･

二
五
㎡
で
九
月
三
十
日
完
成
予
定
で
現
在
建
設
中
で

あ
り
ま
す
。

　

四
国
八
十
八
カ
所
、
お
遍
路
さ
ん
に
も
ご
利
用
頂

け
る
よ
う
看
板
等
も
県
道
沿
い
に
設
置
予
定
で
す
。

神
山
東
中
学
校
体
育
倉
庫
新
設
工
事

　

築
六
十
年
近
く
な
り
老
朽
化
し
て
い
た
神
山
東
中

学
校
倉
庫
が
、
こ
の
た
び
念
願
か
な
い
平
成
二
十
二

年
五
月
に
着
工
し
、
広
野
休
憩
所
と
同
じ
く
基
礎
工

事
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
数
の
減
少
も
あ
り
大

き
さ
は
以
前
よ
り
少
し
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
二
年
九
月
末
完
成
を
め
ざ
し
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
面
積
は
六
〇
㎡
で
あ
る
。

＜神山東中学校グラウンド片隅に建築中＞

＜基礎工事中の神山東中学校倉庫＞

の事業紹介
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　4 月 25 日㈰徳島市の徳島中央公園鷲の門を出発点とし、徳島陸上競技場をゴールとする徳
島マラソン大会が開催され、多数の本町関係者が挑戦完走された。完走者の中には 60 歳で糖
尿病のランナーもいて挑戦することの意義を改めて教えられた。今、社会的課題となっている
生活習慣病等の予防対策の一環としても、こうした大会への挑戦を目的とした、普段からのそ
の人に合った練習の取り組みに意義があるのではないだろうか。回を重ねる毎に挑戦者、完走
者が増加することを期待いたします。

マラソン一般の部  男子  （完走者 4,379人）
ゼッケン  氏　　名　　 タイム　　　　順　位
2080　縄手　啓二　3：13：38　　 98／4379
2201　堀井　正章　3：37：55　  408／4379
2244　森　　紀之　3：43：30　  507／4379
2258　原　　宏章　3：04：22　    52／4379
2345　小川　英寿　3：30：28　  288／4379
2654　西　　政実　4：03：43　  968／4379
2918　向井　徳郎　3：49：51　  631／4379
3117　吉本　公昭　4：05：01　  989／4379
3505　新宅　由行　5：28：42　2938／4379
3729　滝上　安二　3：38：44　  418／4379
3762　楠　　達也　4：20：18   1327／4379
3902　鎌田　祐作　6：55：46　4350／4379
5135　高橋　祐智　5：32：06　3007／4379
5785　白土　　素　4：52：10　2112／4379
5869　森　　一郎　4：26：25　1482／4379
6690　田中　豊作　4：32：09　1633／4379
7313　馬場　徳昭　5：47：42　3338／4379
8392　河野　　進　5：50：37　3399／4379

マラソン一般女子の部  （完走者 1,251人）
ゼッケン  氏　　名　　 タイム　　　　順　位
5959　向井ゆかり　5：29：44　  568／1251
6994　山口　玲奈　5：15：16　  474／1251
8502　森本　千恵　6：24：55　1012／1251

町内出身者
マラソン一般男子の部
ゼッケン  氏　　名　　 タイム　　　　順　位
2042　福原　博充　2：43：55　      2／4379
2062　南本　敏宏　2：55：54　    20／4379
3477　阿部　吉幸　4：04：23　  977／4379

マラソン登録の部男子
ゼッケン  氏　　名　　 タイム　　　　順　位
1070　大上　義仁　2：47：22　　　23／271

徳
島
マ
ラ
ソ
ン
神
山
町
参
加
者

（
大
会
参
加
者
7
8
1
5
人
）

凄い、42．195㎞に挑戦･完走
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インフォメーションインフォメーションインフォメーション
INFORMATION

　神山町内の七夕飾りは今年も賑やかに彩り活気
を与えてくれました。発祥の地、上分では地域の
人総掛りで取り組み、見事な結果を見せていただ
いた。10 周年を迎えた下分では他に類を見ない
規模の大きさと工夫を凝らした運営は、今年も多
くの人々に驚きと感動を与えていただいた。神領
では上角地区を中心に本町の観光処点であるゾー
ンを中心に、賑やかな演出をしていただいた。
　鬼籠野地区では、春の桜街道にも劣らぬ華やか
さと、地域の連帯と絆の強さに感動する飾り付け
を、延々と楽しむことが出来ました。中でも左右
内地区は鍋岩地区に 30本の小規模な笹飾りが飾

られた。左右内地区は高齢者率 63％を越え、深刻な過疎の進行する町内でも、最も環境の厳しい
地区である。左右内地区夏まつり実行委員会が中心となり実働 10名程の方々により飾られたもの
である。規模は小さいが、焼山寺詣での遍路街道の地区として、何とかして厳しい現実を乗り越えて、
神山町内一連の行事に呼応しようとする関係者の前向きな取り組みに敬意を表します。きっと遠路
来訪の歩き遍路の方々も、心癒されたと思います。
　来年も町を思う大勢の方々の熱い取組みで、七夕飾り行事が継続されることを心から期待いたします。

　神山に生れ育った壮年以上の方々には昔しなつ
かしい（旧暦 4 月 8 日）初夏の風物詩、天道花が
阿川の里に立った。天道花は別称（天頭花、天童
花、八日花、高花）ともいわれ、本来はお釈迦様
の誕生を祝う、花祭りに立てるのであるが、近代
になって花祭りは新暦で行われるようになったの
に対して、天道花は依然として旧暦に残ってきた。
天道花は五月の風に泳ぐ鯉のぼりと共に、さわや
かな風景であった。5月に立てるのは材料に使う、
花の開花期との関係があるのであろうか。ちなみ
に高い竹の先に付ける花は、神山の里山に咲く「も

ちつつじ」が使われる。通称ねばねばつつじともいわれ、薄紫色の野性のつつじである。その日は
道行く人々に甘茶がご馳走される。神山の言伝えでは、昔から行方不明者が出ると、その在所の方々
が保存していた枯れた天道花の花を焼やして、煙がたなびいた方向を捜したら見つかるという風習
があり、実際に見つかったこともあったそうです。
　阿川地区では 5 月 21 日（旧暦 4 月 8 日）井の谷地区へ天道花を設置し、通行車の人々に甘茶
をご馳走した。以後一週間後に撤収した。こうした取り組みは単なる懐古だけでなく、地域に昔か
らあった風習や文化を掘り起し、再現することによって少子高齢化が進行する地域社会での世代間
の絆をより深め、住民が心豊かに生きていくことの、原点にしたいとの思いからである。

左右内地区の七夕笹飾り    規模は小さいが厳しい現実を乗り越えて

阿川夢の里づくり28歩の会阿 川 の 里 に 、 天 道 花 立 つ    
てん     とう     ばな
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下分字東稲原

中山さんご一家

移住者紹介コーナー

　

う
っ
と
し
い
梅
雨
も
明
け
、
本
格

的
な
夏
を
迎
え
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
も
昨
年
の
三
月
定
例
議
会
で
広
報

調
査
特
別
委
員
会
設
置
が
承
認
さ
れ

て
一
年
が
経
過
し
六
号
を
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
止
ま
ら
ぬ
過

疎
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
、
地
域

間
の
格
差
等
々
課
題
山
積
の
中
で
の

発
刊
で
し
た
。

　

発
刊
の
主
軸
と
し
た
、
明
る
い
展

望
ば
か
り
で
な
く
直
面
す
る
課
題
等

に
も
踏
み
込
み
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

議
会
が
展
望
や
課
題
を
共
有
出
来
る

町
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
に
と
意
識

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
一
年
経
過

を
機
に
振
り
返
り
、
反
省
し
、
編
集

全
て
に
さ
ら
な
る
研
鑽
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
共
読
者
の
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

西
崎　

哲
夫

編
集
後
記

　国道４３８号、下分字東稲原西光寺近くにお住まいの中山竜二さん（46 歳）宅を訪問した。今年 4 月、
ＮＰＯ法人グレーンバレーのＨＰを介し、何度か神山を訪問。現在の空家を購入し第二の生活の基盤を築き
つつある。奥様　幸

ゆ き こ

子さん（45 歳）と 16 歳の高校生 ･ 篤人、6 歳の保育園児 ･ 源太君の四人家族だが、
篤人君は勉強の都合上、奥様の実家で県外で暮らしているとのこと。
　兵庫県西宮市出身で、神山に来るまでは、出光興産で石炭の輸入を仕事とされていたそうだが、今はまっ
たく環境の違ったところでの田舎暮しとなった訳であるが、なぜ安定した生活をすててこの神山にこられたの
かと素朴な質問をしてみると、サラリーマン生活 21年、何もかも消費する側のみであった。収入の減少も
多大であるが、生産する側に立ってみたかった。野菜など自給できれば生活コストも下がるのでなんとか生
活できるのではとのことば。野菜、果物等を加工して、神山らしい加工品を販売してみたいとの夢をふくらま
せていた。又、下分地区に移住後すぐに部落会に加入したり、7 月の七夕祭りの折には、ボランティアとして
行事にも参加するなど地域にもとけこんでいる。

兵庫県より、野菜・果物加工販売への夢をふくらませる
中山さんご一家が移住されました。

訂
正
と
お
詫
び　

第
五
号
に
掲
載
し

た
「
こ
ん
な
著
名
人
の
ル
ー
ツ
が
神

山
に
」
関
す
る
記
事
で
、
父
貞
一
の

生
家
は
江
田
二
二
七
番
地
で
な
く
、

江
田
二
二
八—

一
番
地
で
あ
り
、
写

真
の
田
中
家
で
は
な
く
、
現
在
の
江

田
地
区
集
会
所
よ
り
町
道
沿
い
西
へ

一
〇
〇
ｍ
位
、
上
段
の
現
在
耕
地
で

家
そ
の
他
、
名
残
り
の
物
は
無
い
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
、
議
場

で
ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自

分
の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

定
例
会
は
年
4
回
（
3
月
・
6
月
・

9
月
・
12
月
）
に
開
か
れ
ま
す
。

　

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

神
山
町
議
会
事
務
局

T
E
L6

7
6~

1
5
1
1
   

［
I
P
2
0
0
2
］

次
の
定
例
会
は

 
9
月
中
旬
で
す
。


